
さわぐ ち りの ちゃん

（織笠保育園・６）

大きくなったらパティシエになりた
いです。クレープを作って保育園の
おともだちに食べさせてあげたいな。

【８】

煤払いに感じ
る時の流れ

　町長選でに
ぎわった平成

20年も早いも
ので終わろう

としている。
師走の声を聞

くと年越しの
準備で何とな

く

気ぜわしくな
り、何から手

を付けたらい
いのか苦慮す

る。

そして頭に浮
かぶのがやは

り 煤  払 い（こ
の地方では 煤

  掃 すす ばら 

すす は

き）の大仕事
だ。

　振り返って
みると、その

昔の煤掃きと
いえば、畳を

全

部戸外に並べ
て天日干しす

るのが通例だ
ったが、時の

流

れとともに今
はそんな風習

が見られなく
なった。それ

ば

かりか何をす
るにも水や洗

剤はもちろん
、掃除機まで

便

利に普及し、
言ってみれば

どこの家庭で
も何となく主

婦

がひところの
ように骨が折

れない時代に
変わってきた

気

がする。私た
ちが幼いころ

、両親が煤ま
みれになり夕

刻

までかかり、
やっと終えた

あのころが目
に浮かぶ。そ

の

両親も、とう
にこの世にい

ない。そして
また私たちの

年

齢の歩みには
もちろん停滞

がなく、年の
瀬に心に決め

た

ことを整理し
、新年を迎え

たいものだ。

　新年を夢見
つ妻と煤を掃

く
齋藤忠雄（船

越・83）

思い出
師走になると、子供の
をこっざぐべす」と

大豆を鉄なべに入れ、
煎 り終えると、 臼 を

い 
うす

き臼の棒を右から左
にころころと豆を入
を「こおろし」 篩 に

ふるい

白いもちや栗もちに

なひき臼も、世の中
され、むなしさを
、懐かしいととも

サカヱ（織笠・73）

歴史講演会に参加し
思いはせた啄木の歌

　去る１２月１２日、石川啄木と三陸沿岸に関す

る歴史講演会に参加致しました。啄木記念館

学芸員の山本玲子先生は、スライドで啄木の

学生時代や歌碑などの写真を交えて分かりや

すく話してくださいました。

　石川啄木にあこがれて山田短歌会に入会し

て間もない平成９年７月、教育委員会主催の

文学探訪の旅に参加し、啄木の里旧渋民村

（盛岡市玉山区）を訪ねました。その昔啄木が

教壇に立った渋民小学校の２階の教室で館長

さんのお話を聞き、その折 詠 んだ歌４首の中
よ

から。

文月に啄木の里訪ね来て涙の歌の歌碑を巡りぬ

幼き日啄木住みし宝徳寺の静かな沼に 蓮 の花咲く
はす

　短歌や俳句、詩などは、紙とペンがあれば

お金のかからない趣味です。若い方々も短歌

会へ入会し、感性豊かに日々を過ごしません

か。

佐藤豊子（境田町・６９）
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◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。
【９】

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

山田よいとこ好きな町（２０）
　明けましておめでとうございます。

　今月号はおめでたい正月号。

　“めでためでたの猿引きに　おんぶおんぶの小猿さん

梅の蕾はまだ赤い　コンコン小村の小正月”

と、まだ幼かった小学生のころ聞いた覚えがあります。題

名などもよく分かりませんが、ご存じの方はご教示くださ

ればありがたいと思います。こんな歌などを歌いのんびり

過ごすお正月って、身も心も和んでやはりいいもんですね。

余談はさておき本題に入ります。

　今回は豊間根の白山様。山田町史に詳しく載っています

が、かつては白山寺としてお寺さんを 呼  称 していました。
こ しょう

明治初年に日本国は古来神国であるとして発令された神仏

分離令により 廃  仏  棄  釈 の嵐が吹き荒れ、その難を避けるた
はい ぶつ き しゃく

め寺院を神社に改めました。１１号で書いた関口のお不動

さんが関口神社になったのと同じ事柄でしょう。そういえ

ば昭和３０年ころ、団体旅行で関西方面へ行ったときも「北

州さん、お寺なのになんで鳥居があるんですか？」と尋ね

られたことがありました。全国にあちこち、どこにもある

ことのようです。

　白山様でわたしが思い巡らすのは、昭和１０年代ころ、関

谷の堀合家の馬頭観音、豊間根の白山神社、宮古市藤畑の

駒形神社（ 御  蒼  前 様）へご参拝に行くチャグチャグ馬っこ
ご そう ぜん

のことです。当時は自動車などめったに見かけませんでし

たが、町中どこにも馬がいて、学校の行き帰りにちょっと

怖い思いをしたもんです。祭日は旧暦の４月中ごろですか

ら、ちょうど初夏のころでしょう。各地の馬が総出の祭り

でした。馬はきれいに飾り、首に 馬  鈴 を吊り下げて、チャ
ば れい

グチャグ～ガラーンゴローンと（ガラーンゴローンは大き

な丸い鈴の音）にぎやかな音を響かせながらボクボク、パ

カパカやってくる。龍昌寺前の寺小路へ来た一隊は 後  谷  地 
こう や じ

の踏切を渡り坂道を行くと、右側の土手にあった 塞 の神
さい

（今は左側の変電所前）付近にある小石を拾ってお供えし、

拝む。ここを通る人々は誰もが小石をささげた。そんな風

景を思い出すと、のんびりした古きよき時代のことが身に

染みて心温まる。（つづく）

　　　　　　　　ペンネーム・山田北州（山田・８７）
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　「
今
年
は
丑
年
」

モ
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地
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に

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
啓
子
（
船
越
・
？
）

懐かしいひき臼の
　年々、時の経つのが早く感じる。師ころに母親が「正月が来っからきなこ言っていた言葉を思い出す。
　まき火をとろ火にして秋に収穫した大木べらで焦げないように味をみながら 煎ひく。わたしの小さい手に重なる、ひきへ回す母の手が温かかった。小さい穴にれると、ひき割られて出てくる。それをかけると、純なきなこの出来上がり。白くるんで食べた味は忘れられない。　遠い遠い日に生活を支えてきた貴重なの流れに乗って漬物の重石や戸外にさら感じている。遊び心で手伝った60余年前、に物語りとなった。
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